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入射空気カーマを測定した。測定値より AGD を算出した。 2．CNR 測定　
同マニュアルに基づき、1で得られた撮影条件を用いてCNR を算出した。【結
果】同一ファントム厚において AGD、CNR 共に H、N、L-mode の順で高
い値となった。各ファントム厚での AGD の変化率は、H-mode と比較して
N-mode で平均14%、L-mode で平均32.5% 低下し厚みによる変化は見られな
かった。またH、N-mode のAGD はいずれもEUREF の定めるacceptable 
level 以下となり L-mode では achievable level 以下となった。CNR は
H-mode では60mm を除くファントム厚で EUREF の定める許容値を満たし
た。【考察】AGD 測定で H-mode は acceptable level 以下であったが、N、
L-mode を使用することにより被ばく線量低減が可能であると示唆された。し
かし、CNR は厚いファントム厚でも許容値を満たしていたのはH-mode のみ
































【結語】心臓超音波検査時に AAo のスクリーニングを行うことは、AAA の
早期発見において有用と思われる。















について調査。さらに Nasal CPAP 導入率および脱落症例に関与する因子に
ついて検討した。
【対象】2003年1月から 2014年12月までに PSG 検査を受けた睡眠時無呼吸症
候群（SAS）1585例
【方法】 1） PSG 検査の年次推移の調査2） PSG 検査と CPAP 導入率、脱落率
の検討3） 2003年1月から2014年10月までに CPAP 導入された518例におけ
る6か月以内脱落群と継続群の間の PSG パラメーターと年齢、Epworth 
sleepiness score（ESS） などとの関連の検討
【結果】　1）2人の検査技師にて一晩3症例の PSG 検査を月約10日施行するこ
とにより PSG 検査症例は増加した。2）初回 PSG 検査990例の内 AHI ≧
20：751例、AHI ≧30：551例。CPAP 導入率と導入後の脱落率はそれぞれ
AHI ≧20：68％、39％、AHI ≧30：74％、39％であった。また、AHI ≧
20の導入例の内、3か月以内の脱落率：10％、6か月以内：16％であった。3）
6か月以上継続例：438例　6か月以内脱落例：80例 Mann-Whitney 検定に
て6か月継続群と脱落群を検討。ESS は有意に継続群で高く（9 vs 7, 
p=0.008）、年齢は継続群が有意に若かった（59 vs 64, p=0.003）。PSG パラ

































た。質量分析及び16S rRNA 塩基配列の解析結果からH. canis と同定された。
【考察】H. canis の報告例は国内でも数が少なく、また疫学的研究も進んでい



























































はオーダーを BTRAS に送信し、患者 ID を入力した製剤バーコードラベル
を発行する。末梢血幹細胞やドナーリンパ球の場合は採取日までにオーダーさ
れるので、細胞処理後の凍結保存用バックに製剤バーコードラベルを貼る。輸
注日に製剤バーコードを用いて幹細胞を割付し、報告書と輸血ラベルを発行す
る。輸血引換券が持参されると引換券・報告書・製剤ラベル・輸血ラベル・バ
ックに記載された患者氏名・ID・製剤名・製剤番号等を読み合わせて確認後、
幹細胞バックにラベルを貼って出庫する。輸注の際はベッドサイドで製剤バー
コードと患者バーコードをPDA で読み取り、一致を確認する。
【結果】口答や手書きで行っていた業務をシステム化して伝達間違いを減少さ
せ、バーコードを用いることで割付間違いや患者取り違えのリスクを減少させ
た。
【まとめ】造血幹細胞移植業務に輸血管理システムを活用した結果、その安全
性が向上した。
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